
 
   
第２章 ライフステージ別の取組み 

２-３-１ 若者に関する施策の推進 （プラン P.120）   

見直し前（令和７年３月） 見直し後（令和８年３月） 

① （仮称）こども・若者会議  【こども企画課】 

こども・若者から市政に関する意見を収集し、施策等に反映するための

仕組みとして、「 （仮称）こども・若者会議」を設置します。 

① こども・若者会議  【こども企画課】 

こども・若者から市政に関する意見を収集し、施策等に反映するための

仕組みとして、「こども・若者会議」を設置します。 

② こども・若者施策に関する外部有識者の活用  【こども企画課】 

（略） 

② こども・若者施策に関する外部有識者の活用  【こども企画課】 

（略） 

③ 若者の意見等を踏まえた施策の実施  【こども企画課】 

学びの支援や就労支援、活動・居場所支援、同年代との出会い支援など、

若者が必要とする支援について、当事者である若者から意見を聴いてニー

ズを把握するとともに、専門的な見地からの助言を活用し、施策化を図り

ます。 

 

③ 若者の意見等を踏まえた施策の実施  【こども企画課】 

若者施策を体系的に推進するため、重点的に取り組むべき項目として６

つの施策の柱と取組の方向性を整理し、アクションプランを策定するとと

もに、当事者である若者からの意見等を踏まえながら、必要な支援の充実

を図ります。 

 

 【若者施策の重点取組項目と取組の方向性】 

重点取組項目 取組の方向性 

生活支援 

・ 

経済支援 

ひきこもりや仕事に就けない状況、心身の不調、家庭内にお

ける孤立など、さまざまな生きづらさを抱える若者への包括的

な支援を行うとともに、進学、就職等の生活環境の変化に応じ

た切れ目ない支援を通じて、経済的に不安を抱えることなく、

若者が主体的に将来を描きながら、自分らしく自立した生活を

営むことができる環境を整えます。 
 

 

千葉市こども・若者プラン（令和７年度～令和 11 年度）の見直しについて （令和８年３月） 

20260331_若者施策アクションプラン2026.pdf


 

見直し前（令和７年３月） 見直し後（令和８年３月） 

 

 

 

重点取組項目 取組の方向性 

就労支援 

・ 

能力開発 

職業相談やインターンシップ、職業訓練プログラムなどによ

り、若者の就労や能力開発を支援するとともに、アントレプレ

ナーシップ教育の一層の充実などにより、様々な経験を通じて、

挑戦する力を育み、将来の可能性を広げる後押しをします。ま

た、若者一人ひとりの価値観や考え方を大切にし、その個性を

生かして自分に合った職業に就くことができる環境を整えま

す。 

教育・学び 

不登校や経済的困窮など、さまざまな困難を抱える若者への

相談支援を充実するほか、高等学校等を中途退学した者や高等

学校での就学経験がない者に対して、進路相談や再就学に向け

た支援を行うとともに、多様性を尊重した教育を推進します。

また、学費負担の軽減などを図ることにより、若者の学びの機

会を広げていきます。 

保健・医療 

心身の成長に伴って生じる、体や性、メンタルヘルスなどの

若者特有の健康問題や発達上の課題に対して、教育、福祉、医療

部門が連携し、相談機能の充実やきめ細やかな支援を行うこと

により、健やかな成長を見守り、支える体制を整えるとともに、

悩みを抱える若者の早期把握と家庭への支援体制の強化を図り

ます。 

交流・仲間づ

くり 

若者が多様な価値観に触れることにより、自らの個性を理解

するとともに、社会性が育まれるよう、地域や企業、団体など多

様な主体と連携した交流や、共通の趣味・関心を持つ若者同士

の仲間づくりの機会などを創出します。 

居場所・活動 

多様な主体との連携により、若者が安心して過ごせる居場所

を確保し、そこを拠点とした福祉や就労など切れ目のない支援

の提供を目指すとともに、社会貢献やまちづくりへの関与など

を通じて、社会とのつながりや自らの役割などを実感できる活

動をサポートします。 
 

  



 

第４章 子ども・子育て支援事業計画 

■地域子ども・子育て支援事業の「量の見込み」及び「確保方策」【全市】 （プラン P.176） 
 

見直し前（令和７年３月） 見直し後（令和８年３月） 

⑯ 乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度） 

 

 

 

 

 

 

⑯ 乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度） 

 

 

●量の見込みと提供体制の確保の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■乳児等のための支援給付に係る教育・保育等の一体的提供及び当該教育・保育

等の推進に関する体制の確保の内容について 
 

○地域の教育・保育施設と連携し、乳児等通園支援事業の利用終了後の受入れ枠

の確保に努めるほか、乳児等通園支援事業者と教育・保育施設との間で情報を

共有することができる体制を整備する。 
 
○幼稚園における満３歳児クラスの活用を促進し、乳児等通園支援事業の利用か

ら教育・保育施設の利用への円滑な移行を支援する。    



 

６ 「量の見込み」及び「確保方策」（提供区域ごと）  

（２）地域子ども・子育て支援事業（プラン P.219） 

見直し前（令和７年３月） 見直し後（令和８年３月） 

⑯ 乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度） 

（⇒事業概要、設定の考え方等はＰ176 に掲載） 

 

 

⑯ 乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度） 

（⇒事業概要、設定の考え方等はＰ176 に掲載） 

 

 

  



 

見直し前（令和７年３月） 見直し後（令和８年３月） 

  

 

 



 

第５章 こども・若者施策の共通の基盤となる取り組み 

５-３-１ こども・若者に関する施策推進のための体制整備 （プラン P.224） 
 

見直し前（令和７年３月） 見直し後（令和８年３月） 

② （仮称）こども・若者施策推進本部  【こども企画課】 

庁内横断的な会議等を新たに設置するとともに、既存の庁内連絡会議を

再編し、情報共有や連携強化を図り、必要な方針決定や調整を行うなど、

こども・若者に関する施策の推進を図るための体制を整備します。 

 

② こども・若者施策推進本部  【こども企画課】 

庁内横断的な会議等を新たに設置するとともに、既存の庁内連絡会議を

再編し、情報共有や連携強化を図り、必要な方針決定や調整を行うなど、

こども・若者に関する施策の推進を図るための体制を整備します。 

 

 


